
ATAMAPII を使用した解析手順 

脳波の解析 

1-3) 帯域別に含有量・含有率を算出する 

含有量を算出し、ある事象における帯域毎や部位毎の比較を行います。 

また、含有率を算出し、別の被験者（対象）や別の事象と定性的な比較を行います。 

 

含有量を使用した場合、対象により絶対値が異なるため、別の被験者（対象）や別の事象と定性的な

比較ができません。 

 

含有率/量を算出する方法には 2つの手段があります。 

1. 波形上の任意位置における含有率/量を算出する場合········································· 4-1-11 

2. 含有率/量の変化を、時系列で算出する場合··························································· 4-1-17 

 

 

1. 波形上の任意位置における含有率/量を算出する場合 

 

＜操作の流れ＞ 

↓ ①脳波の生波形を表示する。 

↓ ②解析条件を設定する。 

↓ ③解析画面にて、解析種類「含有率/量」または「含有率/量トレース」を選択する。 

↓ ④波形上の任意位置でクリックする。 

 ⑤タブ領域内の含有率と含有量をコピーし、表計算ソフトへ貼り付け加工する。 

 

①脳波の生波形を表示する。 

 

 

②解析条件を設定する。 

「解析」メニューの「周波数解析条件」を選択する。 
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「周波数解析条件」ダイアログの設定を行います。 

 

FFT 条件の設定： 

分析時間が、ツールバー上の「ページ時間」を越えないよう、FFT ポイント数と平均回数を設定します。 

 
平均回数：ダイアログ上の”分析時間”が 

解析を行う分析時間になるように設定します。

FFTポイント： 128～1024 が一般的です。 

窓関数：ハミングまたはハニングが一般的です。 

スペクトル単位：パワー 

ダイアログ上の”単位時間”とは、平均回数 1回分の周波数解析時間を指します。 

  
注：ページ時間と分析時間について  
ATAMAPII では、ページ時間を越える分析時間を設定できません。 

 

分析時間を希望する時間に設定できなくなった場合の対処方法 

1.一度ダイアログを「OK」ボタンで閉じてください。 

2.ツールバーの「ページ時間」を設定する分析時間より長くします。 

3.再度「周波数解析条件」メニューを選択して、ダイアログ上で分析時間を設定してください。 

 

注：平均回数と FFT ポイント数の設定方法 
サンプリング周波数が 128～512Hz ならば、一般的に脳波の場合はFFTポイント数を 128～1024点に設

定します。 

平均回数はダイアログ上の”分析時間”が、解析する分析時間になるように設定します。 

 

詳しくは、「4-1) FFT ポイント数とサンプリング周波数」 

「4-2) FFT ポイント数と平均回数の関係」を御覧下さい。 

 

例：解析を行う分析時間を 20 秒にする場合 

サンプリング周波数 200Hz で収録したデータに対して、FFT ポイント数を 256 に設定した場合、単位

時間は 1.26 秒になります。 

 

平均回数を増やしていくと、以下の様に分析時間が変化します。 

平均回数 1 回→ 分析時間 1.26 秒 （＝単位時間 1.26 秒×1回） 

平均回数 1 回→ 分析時間 2.52 秒 （＝単位時間 1.26 秒×2回） 

・・・ 

平均回数 15 回→ 分析時間 18.9 秒 （＝単位時間 1.26 秒×15 回） 

平均回数 16 回→ 分析時間 20.16 秒 （＝単位時間 1.26 秒×16 回） 

 

平均回数は 16 回になると 20 秒を越えてしまうため、平均回数は 15 回を選択します。 
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帯域設定の設定： 

設定したい帯域名称と、周波数帯域を入力し「OK」ボタンを押します。初期値では、脳波の６帯域が設定されて

います。 

 

帯域数を変更してから名称と周波数を入力します。

 

 

③解析画面にて、解析種類「含有率/量」または「含有率/量トレース」を選択する。 

例：「含有率/量」を選択する場合 

 

解析画面にマウスを合わせ右クリックし、「解析条件」を選択します。 

 

 

含有率か含有量かどちらを表示するかを指定し、「OK」ボタンを押します。 

例：含有率を表示する場合 

 

含有率か含有量のどちらを表示するか設定します。 
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④波形上の任意位置でクリックする。 

例：5sec 後のデータ位置で解析結果を表示する場合 

 

バーカーソルの赤線を 5sec に合わせ、バーカーソル位置の時間を確認

してから、マウスをクリックします。 
 

 

注：解析画面の 1つを拡大縮小したい場合 
拡大する解析画面上にマウスを合わせダブルクリックすると、その解析画面が拡大します。 

            
カーソルが になる位置で、ダブルクリックします。 

 
縮小する解析画面上にマウスを合わせダブルクリックすると、その解析画面が縮小します。 

             
カーソルが になる位置で、ダブルクリックします。 

 

⑤タブ領域内の含有率と含有量をコピーし、表計算ソフトへ貼り付け加工する。 

タブ領域を拡大します。 

  

この位置にマウスをあわせると、カーソルが   に変化します。

そのまま左ボタンを押しながら、上に引き上げます。 
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「含有率/量」タブをクリックして前面に表示させ、含有率と含有量を表示させます。 

  

含有率と含有量の値が、解析画面の設定に関らず、どちらも表示されます。 

 
 
タブ領域内で右クリックして、「すべて選択」を選びます。 

 

タブ領域内で右クリックして、

「全て選択」を選ぶ。 

 

 

タブ領域内が選択された（色反転している）ことを確認した後で、再びタブ領域内で右クリックして、「コピー」を選

びます。 

 

 

表計算ソフト（例：Excel）を起動します。 

 

 

表計算ソフト上で「貼り付け」を選びます。 
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含有率が表計算ソフトに表示されました。グラフ等の加工を行うことができます。 

 

上部に含有量が、下部に含有率が貼り付けられます。 

 

 

 

 

2. 含有率/量の変化を、時系列で算出する場合 

 

＜操作の流れ＞ 

↓ ①脳波の生波形を表示する。 

↓ ②解析条件を指定する。 

↓ ③時系列の変化をテキスト出力する。 

 ④表計算ソフトでテキストデータを開き、加工する。 

 

①脳波の生波形を表示する。 

 

 

 

②解析条件を設定する。 

「解析」メニューの「周波数解析条件」を選択する。 
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「周波数解析条件」ダイアログの設定を行います。 

FFT 条件の設定： 

分析時間が、ツールバー上の「ページ時間」を越えないよう、FFT ポイント数と平均回数を設定します。 

 
平均回数：ダイアログ上の”分析時間”が 

解析を行う分析時間になるように設定します。

FFTポイント： 128～1024 が一般的です。 

窓関数：ハミングまたはハニングが一般的です。 

スペクトル単位：パワー 

ダイアログ上の”単位時間”とは、平均回数 1回分の周波数解析時間を指します。 

  
注：ページ時間と分析時間について  
ATAMAPII では、ページ時間を越える分析時間を設定できません。 

 

分析時間を希望する時間に設定できなくなった場合の対処方法 

1.一度ダイアログを「OK」ボタンで閉じてください。 

2.ツールバーの「ページ時間」を設定する分析時間より長くします。 

3.再度「周波数解析条件」メニューを選択して、ダイアログ上で分析時間を設定してください。 

 

注：平均回数と FFT ポイント数の設定方法 
サンプリング周波数が 128～512Hz ならば、一般的に脳波の場合はFFTポイント数を 128～1024点に設

定します。 

平均回数はダイアログ上の”分析時間”が、解析する分析時間になるように設定します。 

 

詳しくは、「4-1) FFT ポイント数とサンプリング周波数」 

「4-2) FFT ポイント数と平均回数の関係」を御覧下さい。 

 

例：解析を行う分析時間を 20 秒にする場合 

サンプリング周波数 200Hz で収録したデータに対して、FFT ポイント数を 256 に設定した場合、単位

時間は 1.26 秒になります。 

 

平均回数を増やしていくと、以下の様に分析時間が変化します。 

平均回数 1 回→ 分析時間 1.26 秒 （＝単位時間 1.26 秒×1回） 

平均回数 1 回→ 分析時間 2.52 秒 （＝単位時間 1.26 秒×2回） 

・・・ 

平均回数 15 回→ 分析時間 18.9 秒 （＝単位時間 1.26 秒×15 回） 

平均回数 16 回→ 分析時間 20.16 秒 （＝単位時間 1.26 秒×16 回） 

 

平均回数は 16 回になると 20 秒を越えてしまうため、平均回数は 15 回を選択します。 
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帯域設定の設定： 

設定する帯域名称と、周波数帯域を入力し「OK」ボタンを押します。初期値では、脳波の６帯域が設定されてい

ます。 

 

帯域数を変更してから名称と周波数を入力します。 

 

 

 

③時系列の変化をテキスト出力する。 

「ファイル」メニューの「テキストファイル出力（時系列）」を選択します。 

  

 

 

「範囲」条件を設定します。 

例 1：データ先頭から、周波数解析区間毎に連続して周波数解析した結果をテキスト出力する場合 

  

データ解析範囲(先頭から終了まで) 

周波数解析区間 

 

周波数解析区間（＝分析時間）は、「解析」メニューの「周波数解析条件」で決定します。詳しくは、2 章「基

本操作」を御覧下さい。 
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「分析時間に合わせる」チェックボックスにチェックします。 

データ先頭→カーソルを左端へ移動します。 

データ終了→カーソルを右端へ移動します。 

 

 

 

 

例 2：データ先頭の 30sec 後から、20sec 毎に周波数解析した結果をテキスト出力する場合 

  

データ解析範囲(30sec後からデータ終了まで)

30sec 

周波数解析区間 周波数解析区間 周波数解析区間 周波数解析区間 

データ間隔 20sec データ間隔 20sec データ間隔 20sec

 

周波数解析区間（＝分析時間）は、「解析」メニューの「周波数解析条件」で決定します。詳しくは、2 章「基

本操作」を御覧下さい。 

  

データ間隔を指定します。

データ先頭から 30sec を指定します。

 

 

「出力形式」タブをクリックして前面に表示させ、含有率または含有量を指定します。 

例：含有率を出力する場合 

   

「…」ボタンを押し、保存位置を決定します。

「含有率/量」にチェックをつけ、「含有率」ラジオボタンを設定します。 
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「出力チャネル」タブをクリックして前面に表示させ、出力するチャネル名称を指定します。 

例：”Fp1”と”Fp2”チャネルについて出力する場合 

  

“Fp1”と”Fp2”を選択します。

 

 

出力されたテキストデータでは、 

 解析条件 

解析区間 1つ目の解析結果 

解析区間 2つ目の解析結果 

・・・ 
の順にデータが並びます。 

 

 

④表計算ソフトでテキストデータを開き、加工する。 

表計算ソフト（例：Excel）を起動します。 

 

 

表計算ソフト上で出力されたテキストデータを開きます。グラフ等の加工を行うことができます。 

例：”Fp1”と”Fp2”チャネルについて出力した場合 
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解析条件 

1 チャネル目(Fp1)の含有率 

2 チャネル目(Fp2)の含有率
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